
きれいな声で鳴き、姿も美しいのですが、彼らはもともと日本
じん い

にいた野鳥ではありません。人為的に日本に持ち込まれ、やがて
はん

野生化したもので、特定外来生物に指定されています。彼らの繁
きいくそいせくょし

殖が増え続けると、日本で生息域が重なるウグイスやツグミ類な
どへの影響が心配されています。

オナガ ＜留鳥＞
名前の通りに尾の長い鳥です。
頭は帽子をかぶっているように黒

つばさ

く、翼と尾は空色です。ギューイ
にご

ギューイと濁った声で強く、大き
く鳴きます。

特定外来生物（外来種）の話 コラム

ソウシチョウ ガビチョウ

シメ ＜冬鳥＞
頭が大きく、全身がずんぐりし

くちばし

ています。太くてがっしりした嘴
で、プチッ、プチッまたはチチッ
と鳴き、大きな波型を描いて飛び
ます。

イカル ＜留鳥＞
黄色くて太いくちばしと長めの

かた

紺色の尾が目立ちます。堅い木の
実を好んで食べ、コーキーコ・キ
ィーとよく通る声で鳴きます。波
形に飛びます。

トラツグミ ＜冬鳥＞
体は茶色に黒の横しまや三日月
のしまがあります。平地から山地
の比較的暗い林で見られます。落
ち葉をくちばしでめくって、えさ
をさがしたりします。夜に「ヒー、
ヒョー」と口笛のような声でさえ
ずります。
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